
















































































































































  執事は各自担当の場所につく 
四、祭主就位 
  祭主、引賛をに随い図、Aの位置につく 





六、迎神    者も   起立してお迎え 




























・全員起立 ― 礼生、高唱 
・祝文奉読 
十二、一同敬礼 



















・接爵 ― 祭主が 









廿、祝文を燎く ＝ 燎祝文 
・執生、帛・爵を奉持して燎所へ向ふ 







廿四、礼成 ＝ 釋奠祭礼終了 
以上  
出典：久米崇聖会［2018］の関係文書より筆者作成（原文は縦書一段。修正箇所も反映） 
祝文 
献爵 
資料１　久米孔子廟　釋奠禮儀（案）　立案 具志堅以徳
出典：久米崇聖会［2018］の関係文書より筆者作成（原文は縦書一段。修正箇所も反映）
22 『南島文化』第43号
記録Bには、祭礼の際のレイアウトを描いた配置図も含まれている。それらの内容を整理・
転載したのが資料１と図１である。
　また記録Bには、同年の釈奠に際して國吉有慶理事長名で中琉文化経済協会長／祭孔礼
学工作協進会長に宛てた招聘状（案）、同じく國吉理事長名で当日の出席者に宛てた案内
状（案）、「祭典についての注意事項（案）」、「祭典参加者の席と席次（案）」、「聖廟祭品図　
正位陳設図」・「配位陳設図」、そして1977年10月10日の釈奠に参加した「中華民國訪琉祭
孔團名冊」、かれらが披露した「大成至聖先師孔子釋奠典禮」の「儀節」（縦書き、横長短
冊型の次第・概要解説）などが含まれている。
　同じく具志堅以徳がまとめた『久米至聖廟沿革概要』や上記の記録Aに含まれる除幕式・
落成式・孔子祭典式次第によると、戦後の釈奠復興初年（1975年）の祭礼次第は、①開
式のことば、②起立、③迎神、④着席、⑤献饌、⑥祭主拝礼（上香）、⑦祝文奏上、⑧来
賓拝礼（上香）、⑨撤饌、⑩燎祝文、⑪起立、⑫送神、⑬着席、⑭閉式のことば（釈奠終
了後には奉納芸能などあり）であった［cf.	具志堅（編）2010：11-13；久米崇聖会2018］。
これと比較して記録Bに含まれる1977年の久米釈奠（案）の内容をみてみると、「献帛」・
「献爵」が明記されるようになり、また1975年の時点ではなかった「三献」構成（初献礼、
亜献礼、終献礼）や「飲福受胙」が追加されていることが分かる。
　さらに、記録Bに含まれる「祭典についての注意事項（案）」には、遅刻者の参列拒否、
参列者のドレスコード（適切でない場合は入門拒否）などが記され、釈奠を厳粛な祭礼と
して強く意識していた当時の関係者の思いが表れている。また、同じく記録Bに含まれる
「祭典参加者の席と席次（案）」には、久米釈奠（案）の次第（資料１）や配置図（図１）
で記された祭主その他の祭礼実施者の立ち位置や動線などに加え、久米崇聖会会員を中心
とした「参加者」（役員・その他）の席次、「上香者」（上香を行う来賓）および一般の「来賓」（招
待客）用の特別席やテントの位置などの詳細が記されている。個々の次第項目の名称や祭
礼実施者の役割名称に若干の違いはあるが、これらの資料にみられる釈奠の様式は、基本
的には『至聖廟復興二十周年記念誌』［国吉（編）1995］内に掲載された内容、そして現
在［石垣2019］のそれと同じである。
２　祭品と祝文
　釈奠が復興された1975年時点の祭品については、台湾からの訪問団の一員として1975年
１月の式典に出席した台北市孔廟管理委員会の劉寧顔が記録している。それによれば、復
興初年の祭品は、孔子神位に対して「雞一隻､豬肉､魚各一盤」と「酒兩瓶」そして「西
瓜､甘蔗､香蕉､柑桔､大麥､黍､白飯等」で、四配に対しては「雞､豬肉和魚等」が除か
れていたという［劉1976：184］。記録Bに含まれる1977年の「聖廟祭品図　正位陳設図」
には、その配置も含めより詳細な内容が記されている。すなわち、①盃台、②香炉１・燭
台２〔孔子神位前〕、③生花２、④帛、⑤爵３、⑥黍・稲・稷・粱、⑦白餅・黒餅・甘蔗・芭
蕉実・柑・西瓜、⑧鶏・豚・魚、⑨香炉１・燭台２〔「鶏・豚・魚」の手前〕である（〔	〕
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内は引用者補記）。また同文書は、錫製の①および②が「中琉文化経済協会理事長」から
の寄贈（6）、「爵＝サカヅキ・酒器」、「黍
シヨ
」（キビ・モチキビ）、「稷
シヨク
」（キビ、黄米・五穀の長）、
「粱
リヤウ
」（アハ、大粟・五穀の長米）とも記している。なお、同図とともに収録された「配位
陳設図」（四配用）では、上記より①・③・⑧が除かれていた。
　他方で記録Bには「祝文（案）」も含まれている。その内容は、送り仮名の変更（平仮
名→片仮名）、日時・理事長名の表記方法、「昭告」直前の「敢」、「遍く」の誤記（「編く」）、
「景仰措く能はず」の前に再度挿入された「何　某等」の異同以外、基本的には『至聖廟
復興二十年記念誌』に記載された祝文内容［国吉（編）1995：87］と同一であり、同祝文
内容は2012年からは中国語訳された上で現在まで継承されている［石垣2019：39］（7）。現
在のところ、復興初年の1975年、翌1976年の祝文内容を記録した資料は確認できていない
図２　聖廟祭品図　正位陳設図
出典：図２・図３とも久米崇聖会［2018］の関連文書より転載
図３　配位陳設図
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資料２　『具志堅以徳収集文書』にみられる1977年当時の祝文（案）
出典：久米崇聖会［2018］の関係資料より転載（ゴチック体は国吉（編）［1995］との異同）
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が、同祝文内容は少なくとも1977年以来40年以上にわたって至聖廟における釈奠で用いら
れてきたことになる。
３　楽・舞
　筆者は、既発表の論考において、19世紀前半に建立された首里・聖廟での釈奠では王朝
末期までには何らかの楽が演奏されていたことは確かだが、その詳細な内容ならびに久米
の釈奠での楽については現時点では不明であると述べた。また、舞に関しては、孔祥林ら
の想定（六佾の実施）にも関わらず、その存在を明確に示す史資料は現時点では確認でき
ていないことを指摘した［石垣2019］。では、戦後に復興された釈奠では楽・舞はどのよ
うに扱われていたのだろうか。
　『具志堅以徳収集文書』の記録Aには、戦後の釈奠復興と関連する楽について、興味深
い記録が含まれている［久米崇聖会2018］。それは、釈奠復興の直前である1975年１月21
日に、当時、中華民国政府（中国国民党〔以下、国民党〕政権）が中心となって運営して
いた放送局「中国広播公司」から具志堅以徳理事へ送られた書簡である。同封された手紙
（中国語／日本語訳　各１枚）の署名は同社海外部主任で、後に「中華民国孔孟学会」の
四書編訳委員会編訳委員も務めた楊仲揆である。楊はその書簡の中で、近日開催される至
聖廟および天妃宮・天尊廟の落成式に対する祝辞を述べた上で、「御入用の中国音楽録音
テープは郵便にてお送りしました。お使いいただくのに何とか間に合えばと思います」（引
用者修正訳）と書いている（8）。その内容について書簡は明言しておらず、具体的にはどの
ような「中国音楽」だったのか、実際に式典に間に合ったかどうか、詳細は不明である。
しかし、その文脈から推察し、この書簡は、釈奠復興の際に使用する何らかの「中国音楽」
を久米崇聖会側が求めていたことに、台湾側が応えたものと理解できる。
　ただし、釈奠の実施と関連した何らかの「中国音楽」については、以上のような断片的
な記録が残っているものの、舞についてはこれらの記録・資料でも言及がない。筆者が久
米崇聖会から提供を受けた『具志堅以徳収集文書』や、その他の同会保管の諸資料の中で、
舞に関する言及が登場するのは、以下で紹介するような台湾からの訪琉祭孔団による「古
式」の釈奠挙行を強調した案内状の文面に限られている。釈奠実施のための予算や祭礼従
事者の人数上の限界はもとより、近世以来の久米の釈奠における舞に関しては十分な史資
料・伝承が確認されていないことから、そもそも復興の対象とはされなかったのだと考え
られる。
４　関係する孔子廟における釈奠様式への関心 
　既発表論文でも整理したように、1975年１月の至聖廟再建落成式・釈奠復興に向け、久
米崇聖会では1973年９月には台北市孔廟の釈奠を見学し、翌1974年８月には湯島聖堂の釈
奠に関する調査を行っていたようである［石垣2020：第１節］。ちなみに、上述の劉寧顔は、
１月25日当日の午前中に久米崇聖会を訪問したおり、落成式の際の配布用として持参した
25
戦後沖縄における釈奠復興
―『具志堅以徳収集文書』他にみる台北市孔廟からの影響 ―
大量の冊子、すなわち『萬世師表―孔子』、『大成至聖先師釋奠典禮簡説』、『台北市孔廟簡
介』を具志堅理事へ手渡したことを記録している［劉1976：168］。
　こうした釈奠復興に向けた動きと関連する資料として、上述の記録Bのなかには、釈奠
復興三周年（1977年）の来賓への案内状（案）と、推敲後に実際に送付されたと想定され
る案内状がある。前者は、國吉有慶理事長名で原稿用紙に手書きされたもので（開催日表
記は「昭和五二年十月一日」）で、後者は「國吉有慶理事長名」とともに「社団法人久米
崇聖会」の印が押された毛筆のものである（記入日は「十月四日」、開催日表記は「十月
十日」）。前者の案内状（案）には、後者の文面にはない次のような内容が含まれている。
　　	（季節の挨拶省略）本年度祭典から式次第其の他につき旧来の方式を基定に東京
湯島聖廟、佐賀県多久孔子廟、台北孔子廟等の式次第を参考にして制定し執行す
る準備をしておりますが、貴殿の御指導、ご協力をいただき且つ御助言を賜り度
く左の通り御来駕をばお願ひ申し上げます。（以下省略）
　他方で、最終的な文面と想定される毛筆の案内状は、季節の挨拶の後に、第二次世界大
戦で灰燼に帰した「孔子廟」が復元され今回で三年目を迎えることだけを述べて「御参列」
を乞う、簡潔な内容になっている。この案内状は、久米側による「釈奠の礼」が「午前九時」
に、「台北孔子廟派遣祭孔団一六〇名」による「中國古式釋奠典礼」が「午前十時三〇分」
に「孔子廟（波之上）」で挙行されることを明記している。しかし、「湯島聖廟、佐賀県多
久孔子廟、台北孔子廟等の式次第を参考」という部分は省略されている（9）。その意図は不
明であるが、少なくとも当時の久米崇聖会では、釈奠復興三年目に際し、上記三か所の事
例を参考にしながら、戦後沖縄で復興する釈奠の次第や様式を整えようと考えていたこと
が分かる。ちなみに、久米崇聖会には、具志堅以徳氏の遺族から新たに提供を受けた資料
があり、そこには1977年４月から５月にかけて、同会が台湾の「中國禮樂學會」と連絡を
とり、清末に龐鍾璐が歴代の釈奠や十二哲・先賢・先儒などについてまとめ、中華文化復
興運動ただ中の台湾で復刻されたばかりの『文廟祀典考』（上・下２冊）［龐1977］を購入
した際の記録が含まれている（10）。『文廟祀典考』が実際にどこまで活用されたかは不明だが、
少なくとも、当時の久米崇聖会メンバーらは、こうした資料や文献を参照しながら、戦後
の釈奠を整えようと考えていたことが分かる。
　ところで、1977年の至聖廟再建・釈奠復興三周年に際した釈奠様式の精緻化という点に
関しては、次のような証言が残っている。その内容は、東京大学教養学部国際関係論研究
室のメンバーらが久米崇聖会幹部や複数の在沖華僑に対して1979年に行ったインタビュー
集に含まれている。久米で実施している釈奠への質問に対し、國吉有慶理事長（当時）は
次のように証言している［東京大学教養学部国際関係論研究室1981：45］。
　　	戦前は牛も供えていました。他に山羊と豚も。現在では三牲、つまり鶏、豚、魚
26 『南島文化』第43号
の肉を供えます。それに五穀ですね。そして季節の果物、酒、線香です。現在の
式次第は、戦前のものと、台北で現在行われているものを勘案して、なるべく戦
前に近いものにしました。服装は、会長はモーニングを着用し、他は背広です。
昔は琉装でした。ここに絵があるような……。（額を指して）そして結髪して黄
色い鉢巻をしていました。他の若い者は羽織紋付を着ていました。（波線は引用者）
　ここでも、「東京湯島聖廟」や「佐賀県多久孔子廟」については言及されていない。少
なくともこれらの資料 や 記録からは、1977年頃に釈奠の祭礼様式の精緻化を進めるなか
で、当初は「東京湯島聖廟、佐賀県多久孔子廟、台北孔子廟等の式次第」を参考にする予
定もあったが、最終的には「戦前のもの」＋「台北」の釈奠を「勘案」し、「なるべく戦前
に近いもの」に整えたという経緯が浮かび上がる。
　以上で確認した諸史資料の内容は、次のことを示している。すなわち、戦後沖縄の釈奠
様式の模索は至聖廟・明倫堂再建前後から始まっていたものの、祭礼のより精緻な構成が
整備されたのは、至聖廟再建・釈奠復興三周年となる1977年のことだった。そしてそれ
は、戦前の様式だけでなく、至聖廟・明倫堂の再建をサポートした台湾側の釈奠様式を参
考にしながら進められた。祭礼の次第や全体の配置、祭品や祝文の内容も含め、こうして
作り上げられた様式が、今日にまでつながる至聖廟における釈奠の様式なのである。
第３節　台北市孔廟の釈奠
　では、戦後沖縄の釈奠は、どの程度「台北孔子廟」の釈奠様式の影響を受けているのだ
ろうか。また、1977年の釈奠復興三周年の案内状（案）で言及されていた湯島聖廟などの
釈奠様式は、戦後沖縄の釈奠には全く影響を与えていないのだろうか。次節でこの問題を
検討するのに先立ち、本節では、戦後の至聖廟における釈奠に影響を与えたと想定される
台北市孔廟の釈奠様式の概要を整理してみたい。
１　台北市孔廟の概略
　台北最初の孔子廟は、清朝末期の1880年前後に建立された台北府文廟である。同廟は日
本の植民地統治下で学校建設などを理由に解体されたため、その後、有志らによる土地寄
進や募金活動を通じて、1939年、台北市大同区大龍峒に新たな孔子廟が建立された［杜
2003：第４章；董（総編審）2011：第１～２章］。このように、現在の台北市孔廟の歴史は、
鄭氏政権下の1665（永暦19）年に建設がはじまった台湾最古の台南孔子廟［cf.	高2015］、
さらには1674（康熙13）年に廟が竣工し1718（康熙57）年に学を備えた近世琉球の至聖廟・
明倫堂と比べても、必ずしも古いものではない。
　しかし、同孔子廟は、国共内戦の後に台湾に逃れていた中華民国の政府機関が置かれた
台北市に所在していたため、後に中核的な孔子廟として位置づけられるようになった。孔
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子生誕2500年を記念した1950年秋の釈奠の際には、蒋介石総統から「有教無類」の扁額が
寄贈されている。また、翌1951年には、民間の「台北崇聖会」による運営に台北市が参与
するようになり、同会から中央政府への廟の寄進希望をへて、1972年には台北市政府民政
局・局長が主任委員を兼務する「台北市孔廟管理委員会」が正式に発足して、同委員会に
よる孔廟の管理・運営という体制が現在まで続いている。
　これに先立つ1968年には、中国大陸で展開する文化大革命に対抗して中華民国政府主導
で進められた中華文化復興運動のなか、蒋介石総統の意向を受けて「祭孔礼楽工作委員会」
が発足し、1970年には、歴代王朝の釈奠を踏まえて刷新された祭礼様式が、同委員会に
よって制定された［祭孔礼楽工作委員会1970；水口2008］。台北市孔廟の釈奠では、長年
にわたって台北市長が「正献官」（主祭）を務め、中華民国総統代理による上香も行われ
てきた。さらに、2006年～2008年には孔廟の大規模修復工事も行われ、建立80周年となっ
た2008（中華民国97）年９月の釈奠に際しては、同年５月に就任したばかりの国民党・馬
英九総統が歴代総統として初めて台北市孔廟での釈奠に出席・上香し、「道貫徳明」の扁
額を寄贈している［董（総編審）2014：第３章］（11）。
２　台北市孔廟の釈奠概略
　台北市孔廟における釈奠については、上述の祭孔礼楽工作委員会が策定し発表した『祭
孔禮樂之改進』［祭孔礼楽工作委員会1970］、杜美芬による学位論文『祀孔人文暨禮儀空間
之研究──以臺北孔廟為例』［杜2003］や同廟の歴史・現状を詳解した『聖之時――臺北
市孔廟的蛻變與傳承』［董（総編審）2011：第３章］などに詳しい。以下では、これらの
文献を中心に、台北市孔廟の釈奠について、その概略をまとめてみたい（12）。
　台北市孔廟における釈奠（仲秋　９月28日）の次第（儀節）は表１で示した通りである。
それは厳粛な鼓の音に始まり、各祭礼担当者が就位した後、啓扉と瘞毛血をへて、迎神、
進饌、上香、初献礼と恭読祝文、亜献礼、終献礼、飲福受胙、徹饌、送神、望燎、闔扉、
徹班、礼成となる。上記の文献のうち最も古い『祭孔禮樂之改進』は、「５．楽生舞生就位」
と「６．執事者各司其事」を個別に記している。しかし、より新しい『聖之時』の次第で
は、祭礼実施時間の短縮その他を理由とした後の部分的な修正をへて、５・６を「執事者
各司其事」として統合している。同次第はまた、2008年から馬英九総統によって行われる
ようになった、飲福受胙前の「総統上香」・「総統恭読祝文」（通常は内政部長あるいは教
育部長が代理）、そして大成至聖先師奉祀官（現任は孔子79代孫の孔垂長）による「上香」
を、別建てで明記している（表１の〔　〕）。ただし、次第を構成する「儀節」数や名称に
若干の違いはあるが、釈奠の次第は1970年当初から大きく変化してはいない［杜2003：第
４章］。なお、迎神、上香、恭読祝文、三献礼、飲福受胙、送神の際には、清代の釈奠の
特徴である「三跪九叩頭」礼ではなく、「三鞠躬」（三敬礼）が行われている。
　多くの中国伝統建築物と同様に南面する台北市孔廟の大成殿には、孔子を中心として四
配と十二哲が祀られている。その東西には東廡と西廡が延び、東廡には先賢40位・先儒37
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表１　台北市孔廟における「釋奠典禮儀節」（次第）
１．釈奠礼典開始
２．鼓初厳（庭の香燭を灯す）
３．鼓二厳（楽舞生〔佾生〕ら丹墀脇に立つ）
４．鼓三厳（各献官は丹墀下に立つ）
５．楽生舞生就位（楽舞生ら就位）
６．執事者各司其事（太鼓に随い就位）
７．糾儀官就位（引賛に随い就位）
８．陪祭官就位（引賛に随い就位）
９．分献官就位（引賛に随い就位）
10．正献官就位（引賛に随い就位）
11．啓扉
12	．瘞毛血（執事者らは毛血盤を掲げて瘞所
へ運ぶ）
13．迎神（「咸和之曲」の演奏　三鞠躬）
14．鞠躬（三鞠躬）
15．進饌（執事者は鉶を掲げて進饌）
16．上香（「寧和之曲」の演奏　三鞠躬）
17．行初献礼（「安和之曲」の演奏　三鞠躬）
18	．行初分献礼（分献官ら、東西の配・哲・
廡へ分献）
19．恭読祝文（楽止　全員粛立）
20．鞠躬（三鞠躬）
21．行亜献礼（「景和之曲」の演奏　三鞠躬）
22	．行亜分献礼（分献官ら、東西の配・哲・
廡へ分献）
23．行終献礼（「景和之曲」の演奏　三鞠躬）
24	．行終分献礼（分献官ら、東西の配・哲・
廡へ分献）
〔総統上香〕
〔総統恭読祝文〕
〔奉祀官上香〕
25．飲福受胙（三鞠躬）
26．徹饌（「咸和之曲」の演奏）
27．送神（「咸和之曲」の演奏　全員粛立）
28．鞠躬（三鞠躬）
29．捧祝帛詣燎所（祝文・帛を掲げて燎所へ）
30	．望燎（「咸和之曲」の演奏　正献官は引賛
に随って燎所へ詣でて望燎）
31．復位（正献官は引賛に随って復位　楽止）
32．闔扉
33	．徹班（正献官、分献官、陪祭官、糾儀官
は引賛に随って退き、執事者・楽生・舞生
らは建鼓の節に随い退く）
34．礼成
※	総統またはその代理、ならびに奉祀官によ
る上香がある場合は、飲福受胙の前に行う。
出典：『祭孔禮樂之改進』［祭孔礼楽工作委員会1970］の内容を中心に、『至聖先師孔子釋奠解説』［董2002］、『祀
孔人文暨禮儀空間之研究』［杜2003］、『聖之時』［董（総編審）2011］内の釈奠儀節の要点を翻訳・整理し
て作成。
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位、西廡には先賢39位・先儒38位、計154位の先賢・先儒が配享・従祀されている［葉（編）
2002：58］。また、大成殿後方の崇聖祠には、父・叔梁紇を含む孔子の五代祖の神位が、
祠内の東西には孔子の兄と四配そして十二哲の父などの神位が祀られている（13）。さらに
台北市孔廟では、2006年より、台北市の教育文化に卓越した貢献をなした名士も、東廡の
南に設けられた「弘道祠」に祀られるようになった。仲秋の釈奠は毎年９月28日と定めら
れており、当日午前５時からは崇聖祠で、午前６時からは大成殿を中心とした祭礼が挙行
されている。なお、2008年春からは、日本植民地期以来長らく途絶えていた仲春の釈奠も、
初・二・三厳の太鼓を短縮し「瘞毛血」も省略した上で「経典朗読」などの新たな項目を
加え、現代的な装いを取り入れたものとして「復活」した。毎年春の釈奠は、旧暦２月の
「上丁」前後の土曜日あるいは日曜日に実施される［董（総編審）2011：第３章］。
　毎年仲秋の釈奠の際には、常時より供されている香炉・燭台・生花ならびにこの日のた
めに特別に用意された太牢（牛、羊、豕）以外の祭品として、孔子神位に対しては登１・
鉶２・簋２・簠２・籩10・豆10（計27品）が供えられる（各供案には別に帛１・爵３が
用意される。以下同様）。中国伝統の国家的祭礼では、対象とされる神々の位階に応じて
大祀、中祀、小祀のランク分けがあり、この様式は孔子に対する釈奠が長らく「中祀」扱
いであったことを反映している（14）。同じく大成殿内に奉安された四配の神位に対しては、
ひとつランクを下げ、東西で一つずつの供案にそれぞれ鉶２・簋２・簠２・籩８・豆８（計
22品）、が、十二哲の神位に対しては東西それぞれの供案に鉶１・簋１・簠１・籩４・豆
４（計11品）が供されている。東廡・西廡では、祭品の数量がさらに減ぜられ、東廡・西
廡の先賢・先儒それぞれに簋１・簠１・籩４・豆４（計10品）となっている。また、弘道
祠へ捧げられる祭品は、先賢・先儒に対するものと同じである［董（総編審）2011：148］（15）。
図４　台北市孔廟・大成殿における釈奠時の祭品配置
出典：『聖之時』［董（総編審）2011：148］より転載
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　『祭孔禮樂之改進』では祭器の名称と用途を簡潔に説明するのみで、祭品の数量と内容
については詳述していない。しかし、『聖之時』は、祭器および個々の祭品の概要を説明
している。すなわち、太牢架（太牢）、登（調味料を加えていないスープ）、鉶（羹）、簠（黍・
稷）、簋（稲・粟）、籩（形鹽・藁魚・棗・栗・榛・菱・芡・鹿脯・白餅・黒餅）、豆（韮菹・
醓醢・菁菹・鹿醢・芹菹・兎醢・笋菹〔筍菹〕・魚醢・脾析菹・豚胉）、帛盤（帛）、胙盤（福
胙〔胙肉〕）という内容である［董（総編審）2011：148－150］。また、台北市孔廟におけ
る孔子祭祀空間およびその変遷を論じた杜美芳は、その他の配位への祭品配置についても
詳述している［杜2003：第５章］。なお、杜によれば、台北市孔廟の仲秋の釈奠で用いら
れる祭品の内容は、社会的な潮流の変化を受け、1997年からは、伝統的な太牢に代わり米
粉で作った牛・羊・豕三体の模造菓子を用いているが、その他の祭品については、祭礼の
詳細を示した歴史的な文献に基づいたものであるという［杜2003：197］（16）。
　戦前、大龍峒に新建された孔子廟（現・台北市孔廟）の釈奠では、台北県知事が「主祭」
の場合には台北市尹（市長）や崇聖会・会長などが「陪祭」（副主祭、分献官）を、崇聖会・
会長が「主祭」の場合は崇聖会・会員や関係者らが分献官などを担当した。日中戦争以降
には中国語に代わって日本語による「読祝」が定められ、また1940（昭和15）年からは湯
島聖堂に倣った「神道式」の釈奠が実施されるようになった。なお、日本植民地期には教
育関係者などが「糾儀官」を担当し、台湾総督および総統府高官（文官／武官）も代理を
派遣し上香していた。他方で戦後に中華民国が台湾を接収して以降は、主として台北市長
が「正献官」を、「糾儀官」は監察・司法・市行政・市議会・教育関係者が、「分献官」は
孔廟再建に尽力した辜顯榮や陳陪根の子孫および台北市政府・市議会・中華文化復興総会・
中華民国孔孟学会関係者などが務めてきた。また、中華民国政府の「遷台」以降、歴代総
統は釈奠に合わせ、その初期には台湾省主席を、後には内政部長あるいは教育部長などを
派遣し、これらの代理による上香が行われてきた［杜2003：第４章］。なお、正献官であ
る台北市長らの衣装は、中華民国が定めた「国定礼服」（藍袍黒褂）である［祭孔礼楽工
作委員会1970：19］。
　次に、「楽生」・「佾生」・「礼生」についてみてみたい。廟・学体制を備えていた清末の
台北府文廟では、紳士・紳商家出身の学生などが「楽生」・「佾生」・「礼生」を務めていた。
しかし、日本植民地期には募集制、さらには楽も神式あるいは臨時に組織された「台北崇
聖文楽会」などが担当するようになり、民間の楽師らによる奏楽という状況は、戦後も継
続した。1968年に始まる釈奠改革以後には音楽学校の学生や音楽教師・愛好家などが楽を
担当するようになり、1978年以降は、釈奠楽に詳しい「楽長」の指導の下、近隣の台北市
立成淵高校中等部の生徒、後には台北市立重慶中学校の生徒（約60名）が「楽生」を務め
るようになっている（17）。「佾生」による「六佾」は、新たな孔子廟が大龍峒に建設されて
以降、戦前は近隣に位置する台北市立大龍峒公学校の児童が、戦後は同校の後身である台
北市立大龍小学校の児童が担当してきた［杜2003：第４章；董（総編審）2011：第３章］（18）。
　他方で「礼生」は、清朝末期の文廟時代には紳士紳商家出身者などから募った台北府儒
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学の学生らが、日本植民地期以降には民間人士によって組織された「崇聖会」（および戦
後の「台北崇聖会」）メンバーなど当該地域の紳士・名家・文人の子孫（大よそ50代以上）
などが担当した。1974年以降には、中学校・小学校の比較的に若い教員など、また1988年
以降には国立台湾師範大学の学生も「礼生」に加わるようになった。しかし、「礼生」の
育成は容易ではなく、1996年からは改めて現地・大龍峒で関係者から希望者を募り、また
2008年以降には隣接する「保安宮」関係者からのサポート・支援も得るようになった。現
在では、当該地域の紳士らの子孫および近隣の台北市立明倫中学校の生徒など計75名ほど
が担当している［杜2003：第４章；董（総編審）2011：第３章；台北市孔廟管理委員会
2020］。なお、「礼生」・「楽生」・「佾生」らは、宋代・明代の様式を参考にして釈奠改革で
新たに定められた衣装で祭礼に臨んでいる［cf.	祭孔礼楽工作委員会1970：15－19］。
　最後に、台北市孔廟で用いられている釈奠の祝文について確認しておこう。現在用いら
れているのは、国立政治大学中文系の董金裕教授ならびに銘伝大学応用中文系の徐福全教
授が共同で作成した祝文である。台北市孔廟で過去に用いられてきた祝文内容は未確認だ
が、諸文献による限り、現在の祝文（「惟」以下の部分）は1960年代までに台南孔子廟で
用いられていたものに類似し［黄（編）1965：139－140］（19）、曲阜孔廟でも明代の釈奠で
用いられ［董2014：422］、清代にも継承されていた祝文［孔／孔2011：329］とも基本的
な部分を共有する内容であることが分かる。
第４節　考察――戦後沖縄の釈奠復興における台北市孔廟からの影響
　以上の内容を踏まえ本節では、戦後沖縄の釈奠復興に際した台北市孔廟の釈奠からの影
響、ならびに釈奠復興を取り巻く当時の状況について、検討してみたい。
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資料３　台北市孔廟・大成殿における祝文
出典：『聖之時』［董（総編審）2011：170］の内容をもとに筆者整理（原文は黄紙に横書）
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１　釈奠次第
　まず、釈奠の祭礼次第（儀注）を見てみよう。先に言及した具志堅以徳氏による「久米
孔子廟　釋奠禮儀（案）」および台北市孔廟の「釋奠典禮儀節」（第３節）を比較すると、
両者が極めて類似した構成になっていることが分かる。明確に異なるのは、戦後沖縄の釈
奠では台北市孔廟での祭礼における開始時の「鼓」（初厳・亜厳・三厳）や「瘞毛血」の
項目が不在であること、さらには祭祀者や祭祀項目の名称の不一致（例えば、「正献官」
／「祭主」、「鞠躬」／「敬礼」）などに限られる。また、久米では当然「総統」（代理）や
「奉祀官」による上香はないが、台北市孔廟での釈奠次第におけるその位置は、そのまま
至聖廟の釈奠での「来賓上香」の位置と一致する。
　戦後沖縄の釈奠で「鼓」が見られないことは、近世の久米における「楽」の実施に関す
る具体的な資料の欠如と関わっていると考えられる。他方で「瘞毛血」が行われていない
理由としては、次の諸点が可能性として浮かび上がる。一つは、「瘞毛血」の由来につい
ては、鎌倉芳太郎が書写した「至聖先師	天上聖母	由来記」［沖縄県立芸術大学付属研究
所（編）2015：767－784］に記載があるが、近世の久米でこれを実施した記録や記憶が継
承されていないことである。今一つは、戦後の至聖廟における釈奠では、近世の太牢や近
代の少牢ではなく、調理済みの「御三味」が用いられており、「瘞毛血」で使用する（土
中に埋める）「俎」の毛・血がそもそも祭礼の現場に存在しないことである。
　こうした差違があるものの、至聖廟と台北市孔廟の釈奠次第に類似点が多いことは確か
である。ただし、この指摘に対しては、同じ釈奠である以上、その構成が似てくるのは当
然だという反論もあるだろう。この点と関連し筆者はかつて、諸文献をもとに再構成した
近世琉球における釈奠の次第と比較したとき、戦後の至聖廟での釈奠では、かつて初献礼
中にあった「上香」が「進饌」と「初献礼」の間に別項目として立てられるという変化が
あることを指摘した［石垣2019：第４節］。実は、「上香」を「初献礼」の前に独立した項
目として行うという様式は、清代の釈奠様式の特徴のひとつである［cf.	董2014：410；刘
／房2017：186－198］。この様式は、第３節で示した台北市孔廟の祭礼次第と同じであり、
清代以来の釈奠様式を長らく保持してきた台湾各地の孔子廟で現在でも採用されている（20）。
　他方で、第１節で指摘したように、至聖廟の釈奠の次第では、近世には孔子聖像・神位
への初献礼の中で「読祝」を行った後に四配への初献礼（初分献礼）へと進んでいたもの
が、戦後には孔子および四配の神位への初献礼を済ませた後に「祝文奉読」を行うという
様式に変化していた。実はこれは、台湾では台北市孔廟および釈奠改革を通じて定められ
た規範を踏まえて実施される釈奠（例えば、台中市孔廟や高雄孔子廟〔高雄市左営孔子
廟〕など）に特徴的にみられるものである（21）。その歴史は、中華民国初期に定められた
総統自身による釈奠［cf.	黄（編）1965：105－107］、さらに古くは皇帝自身による釈奠［cf.	
黄（編）1965：53－63；刘／房2017：193－196］にも遡ることができるものである。ちな
みに、地方の学・廟におけるかつての釈奠様式を残している台南孔子廟、彰化孔子廟（彰
化文廟）、嘉義孔子廟などでは、近世琉球の至聖廟と同様に、孔子への初献礼と「読祝文」
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（「読祝」）を済ませた後に、四配・十二哲・先賢・先儒への初分献礼を行う様式を長らく
保持してきた［黄（編）1965：134－139、143－146、186－189；高2015：164－166］。
　以上の事実、ならびに第２節で取り上げた戦後の釈奠復興をめぐる久米崇聖会と台湾側
とのやり取りや残された資料などからみて、戦後の至聖廟における釈奠次第は、中華文化
復興運動下で定式化された台北市孔廟の釈奠儀節の影響を強く受けていることが分かる。
２　祭品・楽・舞・祝文
　ただし、戦後沖縄の釈奠は、台北市孔廟の祭礼様式をそのまま取り入れたものではなかっ
た。例えば、戦後沖縄の釈奠で使用される祭品は、近世以来の様式を部分的には残してい
るものの、大幅に簡略化され、神位の位階に応じた祭品の増減も基本的には行われなくなっ
ていた。また、近世には太牢、そして王国滅亡後には少牢となっていた「俎」も、清明節
の墓参における久米の民俗として今日にも受け継がれる「御三味」に変更されていた。こ
の変更は恐らく、費用面や当時の社会通念から言っても、太牢や少牢による釈奠実施は困
難だと崇聖会メンバーが判断したためだと考えられる。
　楽や舞についても、戦後の釈奠でその演奏・実演が検討されるということはなかったよ
うである。戦後沖縄の釈奠では、礼生の号令に従って祭主らが祭礼を実施するという基本
的な様式が採用されていた。第２節で言及したように、「楽」あるいは「中国音楽」につ
いては、1975年１月の至聖廟再建・釈奠復興当初から、釈奠実施中にそれを放送すべく準
備が進められていたようである。しかし、すでに指摘したように、それは現在でも、孔
子を賛美し釈奠の内容を表した楽の歌詞に基づき祭礼の次第に沿って流されるものでは
なく、台北市孔廟の釈奠の楽（市販のCD）をBGMとして放送するに止まっている。近
世の至聖廟での釈奠における楽や舞の確実な存在を示す史資料が発見されていないこと
や、「琉球処分」後に行われた祭礼様式の改変および戦争による破壊にともなって長期に
わたって釈奠が実施されてこなかったことを考えれば、戦後沖縄の釈奠における楽・舞を
めぐる状況は、致し方のないことだと言えよう。なお、既述のように戦後沖縄の釈奠にお
ける祭礼実施者らの衣装については、釈奠改革をへた台北市孔廟の様式ではなく、祭主は
「モーニング」、その他の祭祀実施者は「背広」という時代が続いた後に、2009年からは近
世以来の琉球の様式を重視し「黒朝礼服」と「冠」が用いられるようになっている。
　次に、祝文の内容ついて見てみよう。筆者は第２節で、現在でも至聖廟での釈奠で用い
られる内容が、1977年の時点ですでに具志堅以徳氏の案として提出されていたことを指摘
した。しかし、この祝文は、少なくとも前節で取り上げた台北市孔廟の祝文、あるいはそ
こに影響を与えていると考えられる台南孔子廟のかつての祝文内容とも異なる。では、具
志堅氏はいかなる文献・資料を典拠としてこの祝文（案）を準備したのだろうか。実はこ
の祝文の内容とほぼ一致するものが存在する。それは、東京の湯島聖堂で毎年４月に挙行
される「孔子祭」の際に奉納される明治期にも用いられていた祝文である［cf.	渋沢青淵
記念財団竜門社（編）1959：20；深津1990］。両者が異なるのは、湯島聖堂の祝文の「○
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○等謹ミテ至聖先師孔夫子ノ霊ニ告ク」が「○○等敢昭告於／大成至聖先師孔子」へ、「風
教徧ク」が「風教編く」へ、「薄カ蘋藻ヲ奠シ」が「謹みて醴を薦め　牲粢を潔し　庶品を
奠し」へと改められている点などに限られる。戦後の祝文における孔子諡号の変更は、台
北市孔廟から寄贈された神位に刻まれた名称に則った変更である。また、「敢昭告」や「謹
以牲帛醴齋粢盛庶品」という文言は、曲阜孔廟その他における釈奠の祝文にも登場する内
容である［黄（編）1965：64；董2014：424；刘／房2017：191］。湯島聖堂では長年にわたっ
て「神式」の釈奠が実施されており、その様式は第２節で整理した戦後の至聖廟での釈奠
次第や祭品とは無関係だと考えらえられる。それでも、「琉球処分」の約半世紀後には「神
式」の範を示し、1975年１月の釈奠復興時にも斯文会・徳川敬宗会長の代理で麓保孝・常
務理事を派遣した湯島聖堂の孔子祭は、中華圏における祝文の文言と合わせ、戦後の至聖
廟における釈奠の祝文（案）として影響を与えていた訳である（22）。
３　至聖廟再建・釈奠復興三周年（1977年）と「中華民國訪琉祭孔團」
　最後に、今日に続く戦後沖縄における釈奠様式の原型を形成する舞台となった1977年10
月の釈奠について、改めて考えてみたい。それは1975年の至聖廟再建から３年目（三周年）
の釈奠であった。また、第２節で示したように、当時の國吉有慶理事長や具志堅以徳理事
などの久米崇聖会幹部は、この機会を利用し、「旧来の方式」を基礎として戦後の釈奠の
在り方を確立したいと考えていたようである。その際に久米側が頼ったのは、至聖廟再建
の準備段階から「琉球」に対し積極的な支援［cf.	石垣2020］を行ってきた台湾側の人々、
すなわち中琉文化経済協会・方治理事長や台北市孔廟の釈奠関係者らであった。
　第２節でも言及したように、『具志堅以徳収集文書』所収の「昭和五十二年（一九七七
年）十月十日／昭和五十二年釋奠（復興三周年記念）／中華民國訪琉祭孔團（記念祭禮）
記録　具志堅」（記録B）の中には1977年７月13日に久米崇聖会から「中琉文化経済協会
理事長」（方治）と「祭孔礼学工作協進会長」（23）に宛てた招聘状（案）が含まれている（國
吉有慶理事長名および「社団法人久米崇聖会理事長印」あり）［久米崇聖会2018］。同招聘
状（案）は、その冒頭で「中琉両國の親善」（原案の「中日」を「中琉」に修正する旨の
書き込みあり）および孔子の「偉大な思想」の宣揚、「世界平和の理想」そして「両國文
化交流」のために、「貴國台北市祭孔禮樂工作協進會」の礼生・楽生・佾生および祭礼関
係者160名を、「当地聖廟復興三周年記念の祭孔釋奠の日」に「招請」したいと書いてい
る。また、同招聘状は、同日「十月十日（旧暦八月二十八日）」が「貴國雙十國慶節大典」
の日であり、「貴國傳統の祭孔釋奠大三献禮」を挙行し、「至聖先師崇拝の最高の敬意」と
「貴國古代の傳統の禮節」を示して欲しいと訴えている（24）。
　他方で、中琉文化経済協会側はこの出来事を大よそ次のように記している。琉球久米崇
聖会、琉球中琉協会、琉球華僑総会からの招待を受け、中琉文化経済協会と台北市祭孔礼
楽工作協進会は、琉球との親善友好を重視せよとの蒋介石総統の訓示を尊重し、台北市孔
廟管理委員会の支援を受けて、成淵中学校・生徒および大龍小学校・児童を含む礼生・楽生・
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佾生計161名からなる訪問団を組織した［中琉文化経済協会（編）1998：26－27］。上記の
記録Bには、方治理事長を団長、台北市孔廟管理委員会執行秘書・連文彬ら５名を副団長
とする諸部門のリーダー計27名、団員計119名の名簿が含まれている。また同記録には、
台湾側の釈奠次第を解説した「大成至聖先師孔子釋奠典禮儀節」と合わせ、「久米孔子廟	
釋奠礼儀」と題された久米側の祭礼次第の配布資料（ともに縦書き、横長短冊形）も収録
されている。
　至聖廟・明倫堂再建そして釈奠復興三周年となった1977年10月10日、至聖廟では久米側
および「中華民國訪琉祭孔團」による釈奠が前後して実施された。この事実は、戦後沖縄
で復興され、かつ現在にまでその基本が継承された釈奠の在り方を象徴的に示していたの
だと理解できる。ちなみに、「中華民國訪琉祭孔團」を招いての釈奠復興三周年の釈奠が
披露された「10月10日」は、中華民国の国慶節（双十節）であっただけではない。筆者が
確認する限り、沖縄側／台湾側いずれの資料でも特に言及はないが、この日は奇しくも、
近世以来の久米村の象徴の一つであった至聖廟・明倫堂を焼き尽くした1944年の十・十空
襲から33年目の10月10日でもあった。
　ところで、米軍統治期より続く情報誌『オキナワグラフ』は、釈奠復興三周年の釈奠に
加え、それに先立って開かれた、中琉協会、那覇商工会議所、久米崇聖会、琉球華僑総会
共催の歓迎会（10月８日夜）および台湾側による「中華民国六十六年国慶節記念祝賀会＝
双十節」（10月９日夜）の様子を、大小様々な写真入りで伝えている（25）。これらの歓迎会
／祝賀会では、久米崇聖会の國吉有慶理事長をはじめ、中琉協会の宮城仁四郎会長、稲嶺
一郎衆議院議員、那覇商工会議所の国場幸太郎会頭がそれぞれ挨拶し、「儒教道徳の高揚」
（國吉）、「双方の親善」（宮城）、国交断絶下でも「孔子の精神」を通じて続く「両者の精
神的なつながり」（稲嶺）を強調した。他方台湾側からは、琉球華僑総会の毛豊翔理事長
や訪問団の団長である方治理事長らが挨拶した。特に方治理事長は「孔子さまの教え」や
「孫文先生の三民主義」に言及するだけでなく、「青天白日旗〔中華民国国旗〕を〔中国〕
大陸において掲げ、みなさんを歓迎し双十節を催すことを確信する」（〔	〕内、引用者補記）
と強調している。1975年の孔子銅像建立や至聖廟落成・釈奠復興の諸式典への参加がそう
であったように［cf.	方1990；石垣2020］、方治理事長にとってこの年の「訪琉」と釈奠実
施、そして国慶節祝賀会への出席もまた、「中華民国」の存在とその正統性を「琉球」側
にアピールする重要な機会だったのである。
　おわりに
　本稿では、まず第１節で、これまでの研究で明らかになった戦後沖縄の至聖廟における
釈奠の特徴を整理した。続く第２節では、『具志堅以徳収集文書』に含まれる戦後沖縄で
の至聖廟再建・釈奠復興三周年（1977年）の釈奠に関する諸資料に注目し、その内容をも
とに釈奠復興をめぐる当時の状況の再構成を試みた。さらに第３節では、戦後沖縄の釈奠
復興に影響を与えたと考えられる台北市孔廟の釈奠様式の内容を確認・整理した。第４節
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では、第１節から第３節までの整理や再構成をもとに、戦後沖縄の釈奠に対する台北市孔
廟の様式の影響、さらには釈奠復興を取り巻く当時の状況を考察した。これらの整理・検
討から明らかになったのは次の諸点であった。
　第一に、至聖廟における戦後初の釈奠は1975年１月に実施されたが、今日にまで受け継
がれている祭礼様式の基礎が確立されたのは、至聖廟再建・釈奠復興三周年となった1977
年10月の釈奠に際してであった。久米崇聖会では、「湯島聖廟」や「佐賀県多久孔子廟」
そして「台北孔子廟」の様式を参考にした祭礼の整備を計画していたようである。しかし、
実際には、台北市孔廟の様式を参照しつつも、戦前の至聖廟における釈奠様式の継承を目
指した折衷案が選択された。
　第二に、戦後沖縄の釈奠様式と台北市孔廟のそれとを比較すると、前者の祭礼次第が後
者の強い影響を受けて成立していることが明らかになった。ただし、中国の伝統的な釈奠
様式を継承した祭品内容・数量と配享・従祀制度、ならびに1968年～1970年の釈奠改革を
へた楽・舞や衣装などは、戦後沖縄の釈奠には受容されなかった。戦後沖縄の釈奠では、
近世琉球と比較しても祭品内容・数量が改変・縮小され、楽生による楽や佾生による舞は
なく、台北市孔廟の釈奠での楽を、BGMとして放送する程度に止まっていた。しかし、「琉
球処分」後の祭礼様式変更や戦禍の後の30年にわたる中断を考えれば、それは止むを得な
いことであったとも言える。
　第三に、1977年の釈奠では、現在に至るまで継承されてきた祝文（案）が提出されてい
たが、本稿における検討からは、それが湯島聖堂で明治期以来用いられてきた「神式」の
釈奠の際に奉読される祝文内容を基調としたものであったことが判明した。ただしそこに
は、台湾側から寄贈を受けた神位名への名称変更、伝統的に中華圏で用いられてきた祝文
内容の一部を付け加えるなどの改編もみられた。戦後の復興期から現在に至るまで至聖廟
で用いられてきた祝文の内容にもまた、「日／中」双方の要素が含まれていた訳である。
　第四に、1977年の釈奠は、沖縄における至聖廟再建・釈奠復興三周年以上の意味をもっ
ていた。中華民国の国慶節（双十節　10月10日）を選んで行われたこの年の釈奠では、沖
縄側からの招聘を受けた「中華民國訪琉祭孔團」が「中國古式」の釈奠を披露した。そし
て、釈奠前日・前々日の歓迎会／祝賀会の様子を伝える報道には、沖縄／台湾の友誼の重
要性だけでなく、中華民国の存在とその正統性を「琉球」の人々にアピールしようとして
いた方治理事長（訪問団団長）の想いの断片が記録されていた。
　戦後沖縄における釈奠復興の状況を振り返ると、そこには1970年代半ばという時代を背
景にしながら、様々な人々や団体の思いが織りなされていたことが明らかになる。戦禍
で失われた伝統を復興させたいと願う久米崇聖会の人々は、「日華断交」により国交はな
かったものの、米軍統治期から比較的近しい関係にあった台湾側（中琉文化経済協会）に
支援を求めた。他方で、支援要請を受けた中琉文化経済協会の方治理事長らは、当時、中
国大陸で続いていた文化大革命に対抗して台湾で展開されていた中華文化復興運動を背景
とし、積極的な「琉球」支援を展開した。既発表論文［石垣2020］でも示したように、そ
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こには戦禍から立ち上がろうとする沖縄の人々への支援だけなく、「祭孔」を通じて中華
民国の存在とその正統性を「琉球」の人々にアピールしたいという、方治理事長の言動に
象徴的に表された台湾側の思いが込められていたのである。久米崇聖会側では、その意図
をある程度理解しながら、至聖廟再建・釈奠復興三周年の式典を敢えて中華民国・国慶節
の10月10日に設定し、「中國古式」の釈奠を行う「祭孔團」を台湾から招聘したのだと考
えられる。
　そのままの受容ではないにしても、この時期に整備された戦後沖縄の釈奠が、特に祭礼
の次第において、台北市孔廟から多くの影響を受けていたことは、当時の状況を背景とし
た当然の帰結であったと言えるかもしれない。私たちが現在も参観することのできる至聖
廟の釈奠とは、近世琉球における至聖廟・明倫堂建設と釈奠実施がそうであったように
［cf.	石垣2019：第２節］、琉球・沖縄にとどまらず東シナ海を跨いで展開した歴史的契機
と人々の様々な想いや実践が交錯する中で生み出されたものだったのである（26）。
　謝辞
　本稿も前二作と同様に、久米崇聖会の國吉克哉理事長や奥村正信副理事長からの貴重な
資料・情報提供があって初めて、完成することができた。また、執筆に際しては、台北市
孔廟管理委員会の蘇美齢氏からも、いくつかの資料やご助言をいただいた。
　これらの諸団体・諸氏のご協力・ご助言に対し心より感謝し、久米の至聖廟・釈奠を扱っ
た一連の拙稿を、半世紀前に至聖廟再建・釈奠復興に携わったすべての方々に捧げたい。
注
（１）	同廟は「久米至聖廟」・「久米孔子廟」・「那覇孔子廟」等とも呼ばれるが、引用文などを除き、
本稿では基本的に「至聖廟」で統一した。
（２）	同廟は「台北孔廟」・「台北孔子廟」等とも呼ばれるが、本稿では、1972年に正式に台北
市による管理となって以降の名称を、正式名称である「台北市孔廟」で統一した。
（３）	戦後の至聖廟における釈奠について言及したものとしては、例えば、次のような文献が
ある［e.g.	東京大学教養学部国際関係論研究室1981；国吉（編）1995；小林2000；内間
2007；具志堅（編）2010；具志堅／国吉（編）2010；孔／孔2011；李2013；久米崇聖会
100周年記念史編集委員会（編）2014、etc.］。
（４）	前稿でも再三にわたって参照・引用したが、同文書集には戦後沖縄における至聖廟再建・
釈奠復興の詳細を示した貴重な文書群が含まれている。これらの文書が具志堅以徳氏宅
に保存されていたのは、同氏が至聖廟再建・釈奠復興時に台湾側との交渉役であり、か
つ祭礼担当としても業務にあたっていたためだと考えられる。
（５）	楽や舞をともなっていたかどうかを除けば、近世琉球の釈奠の祭品は、基本的には王朝
期の中国における州・県レベルの学・廟でのそれと同等の内容である［cf.	孔／孔2011：
954］。ただし、国の孔子廟での釈奠だからであろうか、孔子の聖像・神位に対しては特
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に太牢を献じ、羹も「和羹」だけでなく「太羹」を供えていた。
（６）	香炉・燭台にも刻印あり。他方で中琉文化経済協会側の資料では、方治理事長個人では
なく、同協会からの寄贈となっている［cf.	中琉文化経済協会（編）1998：176］。
（７）	ただし、2012年以降の中国語訳には「醴」を「禮」とする変更あるいは誤訳があった［石
垣2019：48（注）32］。
（８）	楊は続いて、「祭典の際の記念にカラー写真を一揃、説明を加えて恵んでいただけました
ら助かります。『美哉中華』の画刊で発表したいと考えています」と記している。
（９）	同案内状の後には、送付予定先（宛名および住所）として、沖縄タイムス社々長、琉球
新報社々長、沖縄テレビ放送社長、ラジオ沖縄社長、琉球放送社長、NHK沖縄放送局々
長、極東放送沖縄総局理事長、琉球大学々長、沖縄教育庁教育長、琉球商工会議所会頭、
中琉協会理事長、琉球華僑総局理事長を挙げたメモ書きが付されていた。釈奠復興なら
びに台湾からの訪問団による「古式」の釈奠実施を対外的にアピールしようとしていた
当時の久米崇聖会幹部の強い思いが窺える資料である。
（10）	筆者は、2020年６月に、同書購入の際の注文書、領収書の控え等を参照させていただいた。
（久米崇聖会提供資料　「『文廟祀典考』購入関連」）
（11）	ただし、中華民国が本来主張してきた「国土」からすれば、台湾省や台北市はそのごく
一部にすぎず、「国家元首」たる総統が「一地方」の孔子廟の釈奠に定期的に出席するこ
とはある種の「矛盾」を孕んでいる。こうした状況への対応、ならびに台北市孔廟をめ
ぐる「中華」と「本土」（台湾）との関係性については、水口拓寿が弘道祠入祀典礼と春
季祭礼の事例をもとに論じている［水口2010］。
（12）	台北市孔廟の歴史や釈奠については、台北市孔廟管理委員会のウェブサイト（https://
www.tctcc.taipei/）でも概要を確認することができる。
（13）	崇聖祠中央には肇聖王木金父公神位が、左右には「昭穆」に従い裕聖王祈父公神位、詒
聖王防叔公神位、昌聖王伯夏公神位、啓聖王叔梁紇公神位が奉安されている。また、配
位のうち東（正位に対面して右）には先賢顔無繇神位、先賢孔孟皮神位、先賢孔鯉神位
が、西（〃左）には先賢曾點神位、先賢孟孫激神位が配享され、十二哲の位置には、東（〃
右）に先儒周輔成神位、先儒程珦神位、先儒蔡元定神位が、西（〃左）には先儒張迪神位、
先儒朱松神位が従祀されている。
（14）	清末（1906〔光緒32〕年）における孔子祭祀の「大祀」への格上げを踏まえ、『祭孔禮樂
之改進』は、釈奠は原則上「大祀八佾」であるが、（台北市）孔廟・大成殿のスペースの
関係から、将来において新たな孔子廟が建設されるまでは「暫時」的に「中祀六佾」を
許容するとしていた［祭孔礼楽工作委員会1970：20］。
（15）	崇聖祠での祭礼は、大成至聖先師奉祀官（孔垂長）を正献官とし、大成殿でのものと基
本的な構成を同じくする祭礼が実施されている。ただし、「俎」は「少牢」（米粉製造の
模造菓子）であり、祭品も孔子の五代祖全体に対して、（帛１・爵３を除き）鉶２・簋２・
簠２・籩８・豆８（計22品）、祠内の配位に対しては東西の供案それぞれに鉶１・簋１・
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簠１・籩４・豆４（計11品）が供えられている。祭品の数自体は『中国歴代及東南亜各
国祀孔儀礼攷』が示す過去（1960年代）の記録と同様である［cf.	黄（編）1965：125］。
なお、崇聖祠での祭礼でも楽はあるが、舞はない。
（16）	清代および台北市孔廟における祭品の準備・調理法については、『中国歴代及東南亜各国
祀孔儀礼攷』［黄（編）1965：126－129］に詳しい説明が載っている。また、董喜寧の『孔
廟祭祀研究』は、歴代王朝が用いてきた祭器および祭品、各祭品の調理法、各祭品の位
置などの詳細をまとめている［董2014：第５章］。
（17）	台北市孔廟の釈奠では現在でも、鏞鐘、鎛鐘、編鐘、特磬、編磬、建鼓、晋鼓、應鼓、鼓、
搏拊、琴、瑟、鳳簫、洞簫、排簫、笛、箎、笙、塤（壎）、柷、敔、拍板など、伝統的な
楽器を用いて奏楽している［杜2003：205－206；董（総編審）2011：144］。
（18）	馬英九総統が歴代総統として初めて参列した2008年および2010年の釈奠の際には、「大祀」
に相当する「八佾」が奉納されている［董（総編審）2011：59－60］。
（19）	ただし、現代の台南孔子廟の祝文は、同文を基礎としながらも、その後様々な加筆が行
われた内容となっている［高2015：165］。
（20）	この様式は、1968～1970年の釈奠改革以前の台北孔子廟（現・台北市孔廟）の釈奠次第
でも同様であった［cf.	黄（編）1965：129－130］。
（21）	台北市孔廟では、後に時間短縮のため孔子への初〔亜・終〕献礼と配享・従祀対象への
初〔亜・終〕分献礼を同時に行うようになっている［董（総編審）2011：128］。
（22）	『具志堅以徳収集文書』中で「湯島聖廟」・「台北孔子廟」と並んで言及があった「多久孔
子廟」の「釈菜」は、雅楽などを用いた「日本式」であり、現在のところ久米崇聖会側
の史資料では、関連する内容を確認できない。現時点では、戦後沖縄の釈奠復興に際し、
多久孔子廟の様式は実質的には考慮されなかったと判断せざるを得ない。なお、近世琉
球および戦後に復興された釈奠と、中国の影響を受けた周辺地域（朝鮮、日本、ベトナ
ムなど）の釈奠との比較については、今後の課題としたい。
（23）	正確には「臺北市祭孔禮樂工作協進會」（発足：1975年）。当時の「理事長」は、1977年
10月の「中華民國訪琉祭孔團」にも副団長として参加した楊文彬であった。
（24）	祭礼の実施時間帯が異なるとは言え、同じ９月28日に台湾側／沖縄側が合同で釈奠を挙
行することは困難である。したがって双方は、釈奠復興三周年を別の日に設定せざるを
得なかった。そこで選ばれたのが、中華民国の国慶節たる10月10日だったのである。復
興三周年の釈奠がこの日に設定されたことは、それが沖縄側／台湾側双方にとって重要
な意味を持っていたことを示している。
（25）「中国風孔子祭を再現」『オキナワグラフ』（1977年12月号）
（26）	至聖廟再建・釈奠復興20周年を記念し、久米崇聖会では1994年から数回にわたって、北
京孔廟および国子監、曲阜孔廟、蘇州孔子廟、上海の嘉定孔廟などを視察し、複数の報
告書をまとめている［登川1994；社団法人久米崇聖会1995、2002］。その中には、中国大
陸各地の孔子廟の壮大さに圧倒されながらも、孔子の教えに基づいて実践・継承されて
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きた久米の至聖廟における釈奠（様式）の意義を再確認する久米崇聖会の人々の思いな
どが記録されている。
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